
「オミクロン株」流行に伴う入国禁止で南アフリカが反発した理由

「不当で非科学的かつ発展途上国を苦しめるもので、大きく失望した」南アフリカのシリル・ラマポー
ザ大統領は11月28日、日本や米英、欧州連合（EU）、イスラエル、モロッコなどがオミクロン株の流
行に伴って実施した南アを含むアフリカ南部諸国からの渡航制限を批判した。南アにしてみれば「とん
でもない！」対応だったのだ。なぜか？

南アは最初に「発見」しただけ

そもそも南アは新型コロナウイルスのゲノム解析により、世界に先駆けてオミクロン株を発見して世界
に警告を発した国だ。公表した結果、世界中から「出入り禁止」処分をくらってはたまらないというわ
けだ。そもそもオミクロン株が南アで最初に発見されたのは事実だが、同国で発生したかどうかは分か
っていない。

たとえばオランダでは南アの発見よりも早くオミクロン株が存在していたことが知られている。だから
オランダで発生したと判断するのも早計だ。どの国もすべての感染者のウイルスについてゲノム解析を
しているわけではない。たまたまゲノム解析の結果、発見されたわけで、その時点ではすでに感染が拡
大している可能性が極めて高い。

世界保健機関（WHO）のマシディソ・モエティアフリカ地域事務局長が「オミクロン株が世界の複数
地域で発見されている今、アフリカを標的とした渡航制限は世界の連帯を攻撃するものだ」と声明を出
したのもそのためだ。つまり、今さら国境を封鎖しても意味はなく、国内に侵入したという前提で感染
対策を講じることが最も重要だということだ。

入国禁止よりも感染症対策強化が重要

これを日本に当てはめれば、海外からの入国を禁止するよりも、大幅に緩和した感染症対策を「引き締
める」べきということだ。つまりオミクロン株を恐れるのであれば、直ちに2週間以上の緊急事態宣言
を出した方がオミクロン株を封じ込めるには効果的ということになる。

もっともオミクロン株の感染力が高いことは明らかなようだが、重症化リスクについてはまだ分かって
いない。2度のワクチン接種もしくはブースター接種を受けていれば重症化リスクが低いのであれば、
緊急事態宣言を出す必要はないかもしれない。

最も懸念すべきなのは変異株の発見国が渡航制限を受ければ、変異株の発見に消極的となる国が出てく
ることだ。日本も東京五輪前に東京都のPCR検査件数が少なすぎると指摘があった。統計上の感染者数
を増やさないことで、東京五輪の開催実現を後押ししようとしたのでないかとの疑念も持たれている。

科学的な効果も期待できず、「正直者がバカを見る」ような渡航制限が「百害あって一利なし」なのは
間違いなさそうだ。
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